
地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 四谷店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 7 8劃

T 1 6 0 一 0 0 0 4 区市 町村 名=新宿区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

四谷・一5-16 佐奈ど掴 F
以

事業所等の延床面積 配 42同 筆筆兎雫窄尋茅肝蛋鷺戸・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 日覆蓉駿 (物販) 雲聡渚設(飲食)

鯖 ,堺轟参養笹奪醐 4冒連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-◎ xo,。268)
①

58 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(③-⑯)
②

99 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑬)

総 計 (④=②十③)
④

loo t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑨ 574.l kgc02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻り の 単位 使用量 係数 (GJ) 撫 排増淳釈.
使 用 ⑥ ⑦ ⑧-⑥ /,ooo)x ⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44/12

辞寛忍乙の 自警3 22,37ろ三番8B .,oo繋 駕{き 58:3
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他() □ O.O
その他 () 口 0.0

蔓響罫書書者冨罰豊麗雷電…欝豊 麗麗 8:88:g髭 8:3
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kW←h 127,515.0 9,ヴ6 1,244.5 0.382 48.ヴ

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwlI @ 0.0 9.76 ⑩ o.0 0.882 ⑩ o.o

合 計 #′′′ メ メメ ⑨ 2,251.3メメ′〆 Q9 99.7

そ 水道及び工業用水道 口 m3 2,502.o ///" ザメデメ o.200 0,5

他 公 共 下水道 □ m3 2,502.o ノ / ーメーザーメメ
タ

o.460 1.1

合計 #ず〆## 〆メメメ#〆〆#〆 "〆′"# ⑨ 1,6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸ヒ炭素排出量等の内

. ‐コメ丸 の 、 の の 、′び に公ノ、 大胆 へ の z に、リ ー

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

CZ03 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ .

　　

ギ D・o4 空調“ルターの清掃.点検
対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 秀 暖 、 の

L実績年度の目標達成の状況 1盟 目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載



その2 (表そ)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 府中けやき通店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o 7 9 睡

〒 1 8 3 - 0 0 2 3 区市 町村名陸 中市

事業所等の所在地町名番
鮎

町.-1-駈
　

事業所等の延床面積 ・28.3ヴ同 筆葦現雫喝需要許婚鷺胃□・年度分 圏・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目
華麗

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 複合施設 □ その他

鯖 堺轟事養鰯 醐 4摺連鎖化事業区分薗圏直営店 □加盟店 □非該当

粟年ら度のの聾変告更内餐 H24.貌 2~H24,碓 改装ェ事の為休業

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.⑭ xo,。258)
①

64 k l

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②‐⑯)
②

113 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ 2 t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④②+③)
④

115 t

二酸化炭素燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 880.2kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種B-」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 搬 排辱 湘
使 用 ⑥ ⑦ ⑩ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

輝 瀦 』 ) 目
Nm3 29,255‐8 45‐oo l,316‐5 o‐o14 66‐6
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

鷺 その他O □ O,O
その他 () □ 0.o

r事態霧諸者冨豊麗瞳二言11日器量 8:8綴 X8 8豊麗 茎8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)[] kVVh 121,704,0 9.76 1,18ヴ,8 0.382 46,5

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ④ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 〆 .メーデー〆〆ー/ W 2,504,3 が## 〆〆 ⑩ 113.1

そ 水道及び工業用水道 口 m3 3,15m / /# メメー o.200 0.6

他 公 共 下水道 口 m3 3,15γ○ / / -〆メーザ
ーヂデー

o.450 1,4

合計 #〆′′#/ 〆### 〆#′# ⑨ 2.1
※1電気の使用 水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下スく道への排水に伴う二酸化炭素排出量キ※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下スく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲;(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室 o不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

CZ08 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

匡績年度の目標達成の状況コL□目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 圏 無

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称焼鳥日高 立川南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 8 o"

〒 1 9 0 - 0 0 2 3 区市 町村 名=立川市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

柴崎町3-4-17 岡部ビル1F
以

事業所等の延床面積 60.7一睡筆現雫窄塾蟹 鯖憲=・・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途目撃
墓
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

鯖 炉端事養鰯 酬 1冒連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo,o258) ① 25 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 39 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

⑧ o t

総 計 (④:②十③) ④ 39 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
642.2 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量閑
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩:⑧×⑨×44/12

辞 寛忍』 ) 目
Nm3 3,183‐2 45‐oo 143‐2 o‐o14 γ‐2
kg o,0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

議 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

要一霜害言語福冨露呈冨呂蓋徽 8B饗 8:88:g琶童 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 84,826,0 9.76 82ゲ.9 0,382 32.4

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0.0 9.76 W o.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 〆〆〆′ // W 971.1が′′〆# ⑩ 39,7

董
水道及 び エ業用 水道 ロ m 3 1,143.o ノ // 〆-〆メキメキメタ

デー
o.ZOO O.2

値, 公 共 下水道 □ 1,143.o /// ーメタ〆-メ
タ中-

o.450 0.5

合計 "′′〆#〆〆〆〆〆#〆〆′メメ′# ⑩ 0,7
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量0

二 ぉ ヒ ′.、 量 の 内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への z に、リニ酸 ′爪 里は、
⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の実施、、況

1実績年度の日標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 上石神井南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 8 4

〒 1 7 7 一 0 0 4 4 区市 町村 名=練馬区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

上石神井.-14-1
以

事業所等の延床面積 8ヴヨ ゴ度筆現雫筆勢将 薪闇際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 薗
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
墓
所 □商業施設(物販) ー商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

鯖 製鴇重義参奪間 4冒連鎖化事業区分唖圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 44 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② ヴ7 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 78 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑤
877.O kg‐C02/ 江.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排堅ザ ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑧.⑥ /Iooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44′12

馨 華麗 』 ) 呂
腕 318'345・2 45・oo 825・5 0・o14 41・8
kg o.0 50,80 0,0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0,019 0,0

議 その他 () □ O.O
その他 () □ 0.0

要-懸鰭者冨懸圭三雷鼠目欝量 8:8誕喜 8:88董墓 8:8
その他の買電(昼湖=-不明の場合を含む 口 kW′h 94,062.0 9.76 918.0 0.382 35.9

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh@ 0.0 9,76 tW o.0 0.3821 ⑩ 0.0

合 計 ′## 〆 /// ⑭ 1,743.6メメメ〆〆 ⑩ 77.7
董 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,686.0/ /" ′〆 # 〆 o・200 0.3
他 公 共 下水道 □ 江,3 1,686.o ÷/ ÷÷/ 〆デーメメーメメ

タ
o.45o o.8

合計 メ メ〆〆メ シメメメ⑩ 1.1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下zく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

ヒ炭 、 出量等の内訳

※1 電気の使用、水道及び工業用水道の水の1 用並びに公共下 zく道への z に、′っ二酸 ′′′ボ ー は

⑲ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪:(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギ」等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ*策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 1巴 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4三番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等の名 称日高屋 南池袋店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o 8 3劃

〒 1 7 1 ‐ 0 0 2 2 区市 町村 名卿豊島区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番 雫南池袋・-・8-23 ル か イッ池袋A館m 号
以

事業所等の延床面積 %.9lk 睡筆兎畿窄繋帯 併闇戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 自選菱慶 (物販) 騨 譜設(飲食)

鯖 鴬駕事養鯛 徽 4鴎連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①‐⑭ xo.o258)
①

43 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑮)
②

73 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④=②十③)
④

74 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 961.6kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種男-」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 駿 排中平 ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑭ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑲‐⑧×⑨×44′12

疑駿』 ) 日置315,59登る電器 知ろS 8SI言 3g宣
及 その他 (灯油 ) □ L 0,0 36.70 0.0 0.019 0.0

議 その他 () □ O,O
その他 () □ 0.o

r 懸善書福冨== …驚量 8:8麗 8:88豊麗 8:3
その他の買電磁夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 99,161,0 9.76 967,8 0.382 37.9

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※21kWh ⑭ 0,ol 9.76 ⑪ o,o o.382 ◎ o.o

合 計 "がーメーメタメタ / / ⑭ 1,669.5 ザメメ〆〆 ⑩ 73.4

そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,5590 ///" メークキー o.200 0,3

袖 公 共 下水道 □ m3 1,559.o /// -メメーメ
メ

o.450 0,ゲ

合計 メメ メ メメ メメメメ⑩ 1,0
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

二酸化炭素排出量等の内3

※ 1ココ気の 、 道 及 び エー 題 の の ・′び に公 ハ下水胆 への z に、リニ 友 灰 、 ト

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工 規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エ ネル ギー 等 の ‐
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ Dm4 空調“ル於 の清掃。点検
対
策 設備保守対策

国101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の実施状況

医績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 新宿3丁目店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 8 4=

〒 1 6 0 - 0 0 2 2 区市 町村名劃新宿区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

新宿3-8 一9 平生ビル1F
以

事業所等の延床面積 翻・』21婁筆兎聾窄誓茅許婚濁声・年度分 □・年末満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
題
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

口複合施設 口 その他

鯖 澱鴇壕養鰯 醐 4璽連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo,o268)
①

54 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

93 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②+③)
④

94 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,207.6kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 驚 排増ザ
使 用 ⑥ ⑦ ⑩ ⑥ /,ooo〉x⑦ ⑨ ⑩⑩ ×⑨×44/12

都 市ガス □ Nm3 20,ヴ08.6 45.00 931.9 0.014 4ゲヱ

籍 その他 (LPG) ロ kg o.0 50.80 0.0 0・016 0・0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O・O
その他 () 口 0.0

一一 一般電気事業者 昼間(8時~22 時) □ k「Wh o.0 9,9f7 0.0 0.382 0.0

気 がりの買電 細微 22時~翌日蹄 ) □ kWh o.0 9.28 0,0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k「Wh 120,027.0 9.76 1,171.5 0.382 45,9

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑭ o.0 9.76 ⑭ 0.0 0.382 ⑩ 0,0

合 計 "# 〆′〆〆メメメ② 2,103.4#′〆〆# ⑩ 93.o
そ 水 道及 び エ業用 水道 ロ m3 2,045.0 ÷/ ---メタ〆 ○.200 0.4

他 公 共 下水 道 [] m3 2,045. ○ ノ // -〆メメメ
ー

○.450 0.9

合計 が##〆#〆がメ〆が′が〆′が〆メ′〆⑩ 1.3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※ 1 ココ気の 、 道及 び エ ー z 、の の ・′び に公 ハ 下 K胆 へ の 2 に、リ ニ 友 ′′… は

⑩二(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑬△ ,000)×⑨とする。

日本工 A列4番



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

国101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対策の実施

医績年度の目標逮成の状況 1隠 目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規 A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等 の名 称日高屋 笹塚観音通店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o 8 5劃

〒 1 5 1 - 0 0 ヶ 3 区市 町村 名騒渋谷区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

笹塚・一22-5 笹塚鯛ビルIF
以

事業所等の延床面積 刷 8無唐黍兎雪辱…善一手錯副圃・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自
筆麗

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 複合施設 □ その他

鯖 澱亀惨養鰹 欄 4橿連鎖化事業区分暫圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o268) ① 42 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 73 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 74 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
959,5 kg-C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量兼i
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥ (⑥八 000)×⑦ ⑨ ⑩ ;⑧×⑨×44/12

疑驚』 ) 目富316,5増:駐 g:g8 74閑 麗{き 3X登
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O,O
その他 () □ 0.0

裏雪辱零蓄電茅葺豊麗滋賀室…蓋器量 8:8禦 8:88豊麗 雛
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)[] kVVh 93,433.0 9.76 911,9 0,382 35.7

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0,0 9.76 QP O.0 0.382 ⑩ o.o

合 計 "# 〆′メ メ メメ QP 1,658.6メメダ#〆 ⑩ ヴ3,5
覧 水道及びエ業用水道 □ m3 1,ゲ80.0 // が〆〆′〆 0.200 0.4

他 公共下水道 口 m3 1,ヴ80.o ′ //" メメメメ
メ

o.450 0.8

合計 〆〆#′#"〆〆〆〆′##〆メメ〆〆⑩ 1.2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下z(道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

3 二酸ヒ炭素打 量等の内訳

※1 電気の使用、水道及び工業用水道の水の 用・′ぴに公ハ下 z(道への に、リニ 友 ′3 、. は、

⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫△ ,000)×⑨とする。

日 工 ▲A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ w の

医績年度の目標達成の状況 鯉 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

日 工 A列



その 2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 三軒茶屋茶沢通店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 8 6寵

〒 1 5 4 - 0 0 0 4 区市 町村 名睡世田谷区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

太子堂4-24- 婚
　

事業所等の延床面積 期 .7〆睡筆兎畿宅蟹雫 薪鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途目撃麗所 誠蓉驚 (物販) 艶萎驚設(飲食)

鯖 堺轟事養鰯 欄 4薗連鎖化事業区分羅圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.⑭ xo,o258)
①

ヴ2 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑩)
②

126 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨:⑩)

総 計 (④=⑨十③)
④

1"t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑧ 84ゲ.3kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻 ii の 単位 使用量 係数 (GJ)
離

排
辱

太ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /・ooo}x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

疑騎』 ) 自警3 33珊三番8B .,49宣S 3驚き 7畳;
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

議 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

要一事菅罫書電業者墓豊麗圭三需 日差WW喜 宣言麗 X8 8豊麗 漉
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)[] kVVh 133,363.0 9.76 1,301.6 0.382 50.9

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ⑪ o.0 0,382 ◎ o.o

合 計 が〆ザメタザーザーメメメメ ⑭ 2,ッ97.ヴザ〆## 〆 ⑩ 126.6

董 水道及びェ業用水道 □ m 3 2,953.0 〆 // 〆〆〆メガ 0.200 0.6
伸,公共下水道 □ m3 2,953,o 〆 //" 〆〆デー

〆
o.450 1.3

合計 メメメ / 〆〆##′〆〆#〆# ⑩ 1.9
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量,ま、

二 ぬヒ篇 、 量 の内3

※ 1コゴ気の 、 び工 z 旭 の の ・′び に公ノ、下 く胆 へ の に、ラニ 化 ′′、 汝

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑬△ ,000)×⑨とする。

(日本工 規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の4 地球温暖化対 の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

塵績年度の目標達成の状況ゴー□目標達成した。 -1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 神田南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 8 7 唖

〒 1 0 1 一 0 0 4 4 区市 町村 名=千代田区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

鍛台町2-1-14 赤尾興産ビMF
以

事業所等の延床面積 ・o9.85ト21筆筆勢零…三野許婚題慶圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
寵 墓

所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 複合施設 口 その他

躍 群雲慶語勢養参奪ゲ6 2 4=連鎖化事業区分際直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o268) W 57 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 99 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ loo t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑤
9ol.2 kgねC02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量器1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩‐⑧ ×⑨×44/12

辞驚』 ) 自警8 22,88盗電88 1,o28:ZX8{g 5g言
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36,70 0.0 0.019 0.0

対駕篭8 目 8:8
電

一般電気事業者 昼間 (8時 ~22 時) □ kWrh o.0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ kwrh o.0 9,28 0,0 0,382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合る咋;む。) □ kWrh 123,802.0 9.76 1,208,3 0.382 4ヴ.3

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh@ 0.0 9.76 ② 0.01 0.382 ⑩ o.o

合 計 〆## ′ ///W 2,238.0"メメメメ ⑩ 99.4
そ 水道及 び 工業用 水道 □ m3 2,368.0 〆-メ タ o.200 0.5

他 公 共 下水道 口 m3 2,368.o /// -デメーザー
-〆〆メ

o,45o I.I

合計 〆#′〆が〆メメメメ′#′〆〆〆## ⑩ 1,5
※1電気の使用 水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

二酸化炭素排出量等の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への z に、三つ二酸 ′′… は、
⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑬/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 鯉 目標達成した。 =

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その 2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 大岡山店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o o 8 8雷

〒 1 4 5 一 0 0 6 2 区市 町村名冒大田区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
雫

北千束1-44-1
以

事業所等の延床面積 % ゴ唐黍兎畿窄誓好評雷闇戸・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 憲蓉驚 (物販) 関蕃藩設(飲食)

鯖 澱鴇事義鰯 鰯 4馨連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-◎ xo,。258)
①

46 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

80 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑱)

総 計 (④=②十③)
④

81 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,066.6kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の -訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 駿 排学界器i
使 用 ⑥ ⑦ ⑧ ⑥ /Iooo}x⑦ ⑨ ⑲⑩ ×⑨x44′12

疑寡雇え。) 自警3 i8,888:i驚喜8 858:88:81き 誓書
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O・O
その他() □ OD

裏一群罫書蕃者冨観露呈覆…器量 8:8麗 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 99,007.0 9.76 966.3 0.382 37,8

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwhr @ 0.0 9.76 ⑪ 0.0 0.382 ⑨ 0.0

合 計 〆′〆#メ メ〆〆◎ 1,816.3メメ〆# ⑩ 80.8
董 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,816.o// ′′メメ o.200 0,4
他 公共下水道 □ m3 1,816.o ノ // メ メメデー

メ
o.450 0.8

合計 〆〆#〆# 〆メメダ##メメメメ#′ダメ⑨ 1,2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※ 1 コ気の 、 旭 び 工 道 の 7 の 、′び に公ノ、 〈胆 へ の z に、リ ー

⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日 エー規 A列 4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルタ」の清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ求▲ の実施、、況

1実績年度の目標達成の状況 --□目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載

日 エ A列4番



その2 (表そ)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称日高屋 青砥店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 8 9=

事業所等の所在地
T I 2 5 O O 6 2 区市町村名=葛飾区
町名 番 地
以 下

青戸 3-37-2

事業所等の延床面積 92ヴキ 21婁筆塊電窄誓弾許婚鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 園 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □ 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 剛 4亜連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①二⑭ xo.o258) ① 51 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 88 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑨ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 89 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
948.6 kg-C02/,,

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ ;(⑥ /1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量※1

(t)
⑩=⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 19,4ワ2,3 45.00 876.3 0.014 44.3

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0,019 0,O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0,O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kvvh 0,O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間(22時~翌日8時) □ kWh 0.O 9,28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kvvh 116,460.O 9.ヴ6 1,136.6 0.382 44.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh ② oo 9.76 W OO 0.382 ⑩ 00

合 計 〆〆〆′ W 2,012.9 が〆′〆′⑩ 88.8

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,962.O / 0.200 0.4

公共下水道 □ m3 1,962.O / 0.450 0.9

合 計 "〆〆〆 が′〆〆# ⑩ 13

3 二酸化炭素排出量等の

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下く道への に、リニ キ
⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑩△ ,000)×⑨とする。

日



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室 o不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温日、ヒ玄 の

医績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載

日 工 刃 A列4番



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 五反野店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 9

〒 1 2 0 - 0 0 1 5 区市 町村名橿足立区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

足立3一34 島田ビル1F
以

事業所等の延床面積 鵬 .96区虐筆再雫響蟹蟹 併鷺轟・・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圃 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
目覇

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口複合施設 口 その他

鯖 髭鴇壕義霧 中 214=連鎖化事業区分際直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o268)
①

60 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑯)
②

108 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④.②+⑨)
④

109 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,019.2kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量汰1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ {⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑨×44′12

癖雲雇え酷) 自警3 32,688三養:881,478:宣 8:簾 なき
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ o.O
その他 () 口 0.0

裏-筈雲罫書著者都電童二言寓目器量 8:8耳裏 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)[] kVVh 89,350.0 9.ヴ6 8ヴ2.1 0.382 34,1

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 qP o.0 0,382 ⑩ 0.○

合 計 〆′### 〆メメメ W 2,342,7""〆〆〆 ⑩ 108.5

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,862.o// ノ ダダメメメ o.200 0.4

値 公共下水道 □ m3 1,862.o // "#"- メメ o.450 0.8

合計 騨"##〆ダメメ#′〆#" ダメダ′" ⑩ 1,2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量を

二 免坊 ′、 量 T の内3

⑬=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな肖灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 Z 、 ・ の

医績年度の目標達成の状況 IL□目標達成した。 11

その他 特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 国分寺南口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 0 O 9 1匿

事業所等の所在地
T I 8 5 0 O 2 I 区市町村名醒国分寺市

町名 番 地
以 下

南町 3-18-2 川端ビル IF

事業所等の延床面積 鴨 〆睡筆兎聾響蟹覇鯖鷺塵・年度分 …年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □ 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 欄 4陸 鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 口非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o268) ① 44 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 75 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③;⑩)

③ 1 t

総 計 (④;②十③) ④ f76 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o33.0 kg-C02/m2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥△○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量梨
(t)

⑩m③ ×⑧ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 16,062.9 45.00 722.8 0.014 36.6

その他 (LPG) □ kg 0,O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36,ヴ〇 0.O 0.019 0,O

その他 () □ 0.0

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kVVh 0.O 9.9ヴ 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ kWh 0.O 9.28 0,O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWII 102,520.O 9.ヴ6 1,000.6 0.382 39.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kWh W OO 9.76 ⑪ oo 0.382 ⑩ 00

合 計 / QP 1,723.4 "##′〆 ⑩ ヴ5.7

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,619.0 / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,619,O / 0.450 ○.ワ

合 計 〆 が′〆′〆⑩ 1.1

1電気の使用、水道及び工業用水道の の 用・′びに公ノ、 水胆への z こ、リニ
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬二(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
t DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

露101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の実

L実績年度の目標達成の状況 11口目標達成した。 -1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 璽 無

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比) %

目標値等 (選択 ) C02排出量 (延床面積当たり) kgC02/m2 C02排出量 (総量) t

その他 特記事項に内容を記載

日 工、規格A列綿酌



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 北千住ミノレディス店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O O 9 2

事業所等の所在地
T I 2 O O O 3 4 区市町村名璽足立区

町名 番 地
以 下

千住 3-92 北千住マルイフードコート内

事業所等の延床面積 60.・6ド 1警筆要望亀蟹零 併題際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圃他者所有 馨
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 口 商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 醐 4璽連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 19 ld

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②;⑯) ② 35 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ ○ t

総 計 (④=②十⑧) ④ 35 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
581.7 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量宋1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ド(⑥ "○00)×⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑨×44/12

馨覇胤の 自警3 9,98漉き宣言8 442:g8驚き 28:X
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

　　　　 　 　　　
電

一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWh o.0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ kWh o,0 9.28 0.0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合る昨;む。) □ kWh 32,435,5 9.76 316.6 0.382 12.4

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑭ 0.0 9.ヴ6 QP O.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 メメメメメ〆が / /@ 765.9 ′ず〆〆 ⑩ 35.1

そ 水道及び工業用水道 □ m3 954.o ///" ダメメメ o.200 0,2

他 公共下水道 口 m3 954.o 〆 / 〆メタメメ
ー

o.450 0.4

合計 〆ダ#/# 〆 〆′⑩ 0,6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

二酸ヒ炭素排出量等の内訳3

※1電気の使用、水道及び工 用2 道のz の 、′びに公穴 水胆への
⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫二(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 妄、ヱ 、 ・ の

1実績年度の目標達成の状況 1-□目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載その他



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 京成立石店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 9 3 贋

〒 1 2 4 - 0 0 1 2 区市 町村名薗葛飾区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

立石4一26一io 平井ビル 2F
以

事業所等の延床面積 閉 .29図 筆筆現筆窄蟹蹟許婚鷺戸・年度分 □,年末満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目
華麗

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口複合施設 □その他

鯖 鹿鵠参養鯛 醒 4暫連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①二⑭ xo.o258) ① 50 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 88 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑧) ④ 89 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
640.9 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量栂
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥ド(⑥△○00)×⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑨×44/12

護憲電』 ) 自警3 22,243:滋畳88 Loog客 8:躍 増:宣
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0,019 0.0

対駕篭8 目 8:8
電

一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kwh o.0 9.9ヴ 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜閑(22時~翌日8時) □ kWh o,0 9,28 0.0 0,382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合も咋キむ。) □ k、Wh 99,20 γ.0 9.76 968.3 0.382 37,9

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0,0 9.ヴ6 W o.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 ′#〆# ノ W 1,969.1#〆〆#〆 ⑩ 88.5

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,o15.o // ノ メデーメメ 0.200 0.4

他 公 共 下水道 口 m3 2,o15.o ノ ー.メ --メ
タ

o,45o o.9

合計 ### が#"がメメ濯#〆メダメメメ〆〆⑩ 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸化炭

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への z に、リニ は、
⑩=(⑥",000) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工 規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、策の実施

1実績年度の目標達成の状況 1」口目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 旗の台店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 9 4輯

〒 1 4 2 - 0 0 6 4 区市 町村名劃品川区

事 業所等 の所在 地町名 番
聖

旗の台2 -6
以

事業所等の延床面積 ・・ラサ8』2唐黍禦畿窄寿ぎ奇蛋題際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 馨
報 告 範 囲 園 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
選 題

所 □商業施設(物販) ー商業施設(飲食)
□複合施設 口その他

鯖 最鴇事養鯛 俄 4璽連鎖化事業区分圃圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 48 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 82 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑨ ○ t

総 計 (④=②十③) ④ 82 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑧
696.2 kgC02/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量兼1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ド(⑥△○00)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

辞騎』) 目雫璽リヴ'22書登第:88増さ 8驚き 38言
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36,70 0.0 0.019 0.0

鵡駕篭8 自 認
電

一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kwh o.0 9.97 0,0 0.382 0.0

崖
気

からの買電 夜間{22時~翌E挺時) □ kwrh o.0 9,28 0.0 0.382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 113,753.0 9.76 1,110,2 0.382 43.5

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ⑪ 0.0 0.382 ⑩ o.o

合 計 "ザーザー〆≠-〆 / ⑩ 1,885.3 メメガ′〆 ⑩ 82.ゲ

そ 水 道及 び工業用水 道 □ m3 1,411,0 / / メタメーザー 0.200 0,3

他 公 共 下水道 □ m3 1,411.o ノ 〆 / ぜメメ
メメ

o.450 0.6

合計 〆〆 / 〆メシ′ ⑩ 0.9
※1電気の使用、水道及び工業用水道の永の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1電気の使用、水道及び工業用水道の永の 用・′びに公ハ下水道への z に、リニ キ

⑩;(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

日本工 規 A列



その2 体さ)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 小岩南口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 9 5=

T 1 3 3 - 0 0 5 6 区市 町村 名塑江戸川区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

南4・岩7-23-9 第1島田ビMF
以

事業所等の延床面積 46.31kll筆烈電窄塾蟹 薪闇劃圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆麗所 鵠蓉驚 (物販) 艶萎糟設(飲食)

鯖 ,製鴇参養欄 醐 4璽連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (① ⑭ xo,o258)
①

40 k.

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑯)
②

71 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

72 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑨ 1,533,l kg‐co2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種男-」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 儀 排浮 粗
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /,ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44/12

癖騎』 ) 自警319,188登第:g8 86g:g8811 4g:X
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

議 その他 () □ O.O
その他 () □ 0.0

裏一事誓寿善書者暑駿議題冨 目董専書 8:8宣言客 8:88:灘 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)[] kVVh 71,692.0 9.ヴ6 699.7 0.382 27.4

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ② ○.0 9.76 ④ 0.0 0.382 ⑩ 0.○

合 計 ### ′# ′〆〆′ W 1,562.9"### 〆 ⑩ ヴ1.1
董 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,55 o/ 〆 "〆〆′ # o.200 0,3
他 公 共 下水道 □ m3 1,5570 / / 〆〆メタメタデー o.450 0,ヴ

合計 "〆′〆# "メメメ〆#〆#〆 "〆#ず〆⑩ 1.0
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

ヒ炭素排出量 の内訳

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水胆への排水に半う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

CZ03 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

団101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 影響 眠 ・ の

医績年度の目標達成の状況 1-□目標達成した。 -1

特記事項に内容を記載

日‐工 A列4番



その 2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 平井南口店

事 業 所 番 号 A o 5 9 6 - o o 9 6亜

〒 1 3 2 - 0 0 3 5 区市 町村 名昌江戸川区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

平井3-3o-6
以

事業所等の延床面積 ・o2.30韻m21警筆兎畿窄等押奇餅溺=・・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 胃
報 告 範 囲 園 建物の全部 口 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆蜜所 日覆蓉憲 (物販) 嗣審着設(飲食)

鯖 髭鴇事養鰯 716 2国 連鎖化事業区分騒圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo,。258)
①

52 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(③.⑩)
②

9o t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩)

総 計 (④コ②+③)
④

9l t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 879.7kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻 ii の 単位 使用量 係数 (GJ) 腐 排
辱

敷i
使 用 ⑥ ⑦ ⑥.⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44/12

辞驚』 ) 日置3 21'82驚き碁盤 98競泳811 48:;
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36,70 0,0 0.019 0,0

繋 その他 () □ 0.O
その他 () □ 0.0

裏-懸鰭者墓豊麗時三園,毒… 器量 8:耳麗 8:88:藁葺 8:8
その他の買電{昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh loヴ,377.0 9.ヴ6 1,048.0 0,382 41.○

規則第5条の1ヶ第3項の場合のみなし値※2 kwh ⑰ o.o 9.76 ⑪ o.o o.3821 ⑩ o.o

合 計 メメメ# 〆 メ メメ⑪ 2,030.3ザ〆′## ⑩ 90.7

董 水道及びエ業用水道 □ m3 1,614.o ′ /" メ メ メ o・200 0,3

衛 公 共 下水 道 □ m3 1,614.o ///" ザーザーーメ〆-
メ

o.450 0.7

合計 が〆 メメが〆 シ〆剣 1.0
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

二 ぉ 3 、 の内3

※1コ!気の 、z 旭及び工 く旭の2 の ・びに公ハ下 く道への り に 叱っ二酸化′′… 出量は、

⑬ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪ 都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

賦101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 --

5・提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

目標値等(選択)

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比l %

C02排出量 (延床面積当たり) kgC02/m2 C02排出量 (総量) l t

その他 特記事項に内容を記載

日 工 規各A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称焼鳥日高 平井北口駅前ビル店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 9 4

〒 0 3 2 一 0 0 3 5 区市 町村 湖江戸川区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
掌

平井5-15-8 平井駅前ビMF
以

事業所等の延床面積 66.oo隣度筆魂雫喝繋蟹 薪鷺薗・・年度分 □・年細
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナン1・) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途目覇所 日覆蓉憲 (物販)- 蕃藩設(飲食)

鯖 ,堺謡恩義参奪間 ・暫連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①。⑭ xo.o258)
①

20 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

31 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ o t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④=②十⑨)
④

31 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 469.6kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑤;②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種矧」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排璽平米i
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /・ooo}x⑦ ③ ⑱ ⑧×⑨×44′12

都 市ガス 口 Nm3 1,9ヴ9.ヴ 45.00 89.1 0.014 4.5

籍 その他 (LPG) ロ kg o,0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

繋 その他 () □ O.O
その他 () □ 0.0

一般電気事業者 昼間 (8時~2 嫌≠) ロ kWh o.0 9.9ヴ 0.0 0.382 0.0

気
がりの興電 密閉{22時~翌日8時) □ kwh o,0 9.28 0.0 0.382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k「Wh 70,300.0 9.76 686.1 0.382 26,9

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh w o.0 9.76 ④ 0.0 0,382 ④ 0.0

合 計 メーデー・ギーギー // ⑪ 775,2 "〆〆〆# ⑩ 31.4

番 水道及びエ業用水道 □ m 3 783,o 〆 / 〆## ′〆 o・200 0.2
他 公共下水道 ロ m3 ヴ83,o ノ //" 〆メメヂ

#
o,450 0,4

合計 ぜ〆〆〆〆メメメ蝉〆## 〆メメメ〆〆⑩ 0.5
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下ズく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※ 13 コ気の -用 、 道 及 び 工 用 道 の z の 用・′び に公 共 下ズく道 へ の z に、′う二酸化 ′′、 出量 は、

⑬=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 --

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列綿酌



その 2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 日暮里東口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o o 9 8=

〒 1 1 6 一 0 0 1 3 区市 町村名覇荒川区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

西日暮里2-25-1 ステー濁 ンガーデンタワー3m
以

事業所等の延床面積 ・o4.・8同 筆筆現雫亀等茅許婚韻際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 冒
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途
目覇

所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
口複合施設 口その他

鯖 寵鴇事養雀券 」剛 暫連鎖化事業区分暫圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①.◎ xo,o258)
①

42 k l

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②一⑮)
②

72 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ o t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④=②十③)
④

72 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 691.l kgc02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 驚 排亨ザ ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44′12

馨 覇 硫 閏 ) 目
Nm3 15服 o 45‐ooml o‐o14 35‐8
kg o.0 50.80 0。0 0,016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0,019 0.0

繋 その他() □ O,O
その他 () 口 0.0

要一霧罫書書福冨1薄;寓目轍 8:8g畳; 8:88濯 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWーh 95,433.0 9.ヴ6 931.4 0.382 36.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh QP o.o ー 9.76 ⑭ o.o ー o.382 ⑩ o.o

合 計 "〆〆〆#" メメメ ⑩ 1,638.5が## 〆〆 ⑩ ヴ2.2
景 水道及びエ業用水道 ロ m 3 1,422.o / 〆 "ず〆## o.200 0.3
怖,公共下水道 口 m3 L422.o / "がザメー

メ
o婚 o o.6

合計 騨〆〆## 〆が〆桝〆′#〆〆′が〆⑩ 0.9
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下スく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

二酸化炭素排出量等の内訳

※1 電気の 用、く道 び工 用水道の の 、7びに公ハ下スqーへの z に、リニ酸 ヒ′6 出 は、
, ⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規 A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
　　

ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ宏策の実施状況

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称来来軒 立川柴崎町店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 0 O 9 9圃

事業所等の所在地
T I 9 O O O 2 3 区市町村名=立川市
町名 番 地
以 下

柴崎町 2-2-26

事業所等の延床面積 99.63=m211筆塊畿窄誓茅許婚鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 圏 建物の全部 口 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □ 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 口 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 剛 4轡連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 43 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 74 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑨=⑩)

⑨ 0 t

総 計 (④=②十③) ④ 74 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
742.ワ kg‐C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

③

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ =(⑥ /1000)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

砂E出量閑

(t)
⑩=⑧×⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 1ヴ,259・6 45.00 ゲ76,ワ 0,014 39.3

その他(LPG) □ kg 0.O 50,80 0.O 0.016 0,O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.ヴ○ 0.O 0.019 0,O

その他 () □ 0.0

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9.97 0.O 0,382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ kvvh 0.O 9.28 0,O 0.382 0,O

その他の買電 {昼夜間不明の場合を含む。) □ kvvh 93,086.O 9.ゲ6 908.5 0.382 35,6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kV刃h ② oo 9,ゲ6 W OO 0.382 ⑩ oo

合 計 〆〆〆〆 W 1,685.2 〆′〆′# ⑩ r74.9

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,241.0 / 0.200 0.2

公共下水道 □ m3 1,241.0 / 0,450 0.6

合 計 〆 ザ′〆〆〆⑩ o8

二酸化炭素排出量等の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への▲z に、リニ は、
⑩二(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工 規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ D,偲 空調“ル 切 清掃,点検
対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 IL□ 目標達成した。 ・

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列名≧◎



(表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 大塚北ロ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o 1 o o=

〒 1 7 0 - o o 1 4 区市 町村 名冒豊島区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

北大塚2一12-4
以

事業所等の延床面積 ヴ鋤 同 筆筆現篭窄等茅許婚篤=圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 欄他者所有 亜
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
自筆墓

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 複合施設 口 その他

鯖 製鴇事養雛 梱 4=連鎖化事業区分彊圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑩ xo.o258) ① 48 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 84 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④:②十③) ④ 85 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床胸横当た
りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
1,147.5 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量湘
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧ド(⑧ /1000)X ⑦ ⑨ ⑩ :⑨×⑨×44/12

疑 寡雇え 。) 目
Nm3 21βγ4‐7 45‐oo 96i‐9 o‐o14 48‐7
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 86.70 0.0 0.019 0.0

的駕篭を; 目 8:8
裏雲霧覇者富麗薄蔓凝議呂蓋帯[8B 麗 8:8凝議 8:8

その他の買電{昼夜間不明の場合を含む。) □ k「Wh 94,616.0 9.76 923.5 0.382 36.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh@ 0.0 9.76 ④ 0.0 0.382一⑩ 0.0

合 計 〆〆##// W 1,885.3が〆〆〆〆 ◎ 84.8
そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,952.o // ノ メデメーヂメ o.Zoo o.4

衛 公 共 下水道 口 m3 1,952.o ÷/ ノ ー〆--.メメーメ
メ

o.45o o.9

合計 #が〆 ノ 〆 〆 メ⑩ 1.3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

3 二酸化灰、排出量 の

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への z に、たつ二酸 ヒ′′ 園ま
⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫",000) ×⑨とする。

(日本工業規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

CZ03 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施

1実績年度の目標達成の状況 1際 目標達成した。 ー1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列



その2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 駒込東ロ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o I o I=

〒 1 7 0 - 0 0 0 3 区市 町村 名=豊島区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

駒込2-15-7 地ビル大IF
以

事業所等の延床面積 99.oo=ゴ唐黍兎筆宅繋蟹 餅溺戸・年度分 □・年末満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圃他者所有 昌
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途日華墓所 日覆暮憲 (物販) 艶 溜設(飲食)

鯖 炉端重義雛 間 4=連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-◎ xo,。268)
①

50 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑩)
②

87 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②+③)
④

88 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 878.7kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻 -」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 繊 排
『

租
使 用 ⑥ ⑦ ⑧-{⑥/・ooo〉x⑦ ⑨ ⑱ ⑧×⑨×44/12

疑市忍』 ) 日電3 21,92g:Z謝8 988:88:81き 智者
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ゲ0 0,0 0.019 0.0

義 その他 () □ O.O
その他 () □ 0.0

裏一事覇者者霊園臓竃…器量 8:8麗 8:88琵琶 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVII 98,593.0 9.ゲ6 962,3 0.382 37"

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9,76 QP O.0 0.382 ⑩ 0,0

合 計 ザメーザーデーメタ / ⑩ 1,948.8 ′メメメ ⑩ 876

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,844,o// メ メメメメメ o.200 0.4
他 公共下水道 □ m3 1,844,o / "# メメメ o.450 0.8

合計 "〆′〆## メメメ "〆〆##"# 〆′# ⑩ 1.2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

3 二酸 ヒ ′、 量 の内

※ 1; ‐気の 、 胆 び 工 廻 の z の 、′び に公ノ、 大胆 への z こ、リニ 叉 ′′が . は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日 工 リ A列 4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 珍 ¥ 、 ・ の

塵績年度の目標達成の状況 』□目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

日 工 -規 A列4三番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 中村橋店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o l o 一

〒 1 7 6 - 0 0 2 3 区市 町村 名馨練馬区

事 業 所 等 の所 在 地 町 名 番
掌

中村コヒ3-23 NG ビルーF
以

事業所等の延床面積 即.80= 1筆筆現畿喝墾績奇蛋喬璽・・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圏他者所有 輯
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
目覇

所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口複合施設 口その他

鯖 澱雪恩義雛 7 612 4餌連鎖化事業区分劃圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-◎ xo,o268)
①

59 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②。⑯)
②

loo t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③二⑩)

総 計 (④・②+③)
④

lol t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 992.okg ‐co2/m2
排出原単位 りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排
零

宋▲
使 用 ⑥ ⑦ ⑧ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩-⑧×⑨×44′12

辞駿』 ) 日電319,99琶者綴 89g:38:81言 等量
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0,0 0.019 0.0

義 その他 () □ O,O
その他 () 口 0.0

裏-事態罫書書者墓園電離電寓目器量耳:8g呈露 8:8翻 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 143,876,0 9.76 1,404.2 0.382 55.0

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなしイ直米2 kVVh ② 0.O 9.76 ⑩ 0.O 0.382 ⑩ O・0

合 計 #-メメ′# 〆〆メメ qP 2,304.1〆′〆#′ ◎ 100,5

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 1,917.o// ′〆〆′〆 o200 0,4
他 公 共 下水道 □ m3 1,9胃 .o ノ "ザ -〆メメーメメ

メ
o.450 0.9

合計 ##′#" 〆が〆′が〆#〆 メメメガ⑩ 1,2
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下2く道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※ 1 コ 気 の 、 び 2 胆 の の 、′ 、こ公ノ、 2く旭 へ の z こ 、っ一 ;

⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃o点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒま の実施

1実績年度の目標達成の状況 1贋 目標達成した。 -ー

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 目白店

事 業 所 番 号 A 0 5 9 6 O I O

事業所等の所在地
T I 7 I O O 3 I 区市町村名響豊島区

町名 番 地
以 下

目白 3-5-11

事業所等の延床面積 ・78.・9同 筆筆現電喝篭斧許婚題匡・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 園 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 剛 4= 連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 61 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 93 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑨) ④ 94 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの星t(⑤=② x looo/事業所等の延床面積)

◎
521.9 kg-C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥△○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量湘
(t)

⑱ ⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 0.O 45.00 0.O 0.014 0.O

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0,O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他() □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kvvh 0.O 9.9ワ 0,O 0,382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日柳綿 □ kVVh 0.O 9,28 0,O 0.382 0,O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kW鮫 244,760.0 9.76 2,388.9 0,382 93.5

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kvvh @ OD 9.76 @ 00 0.382 @ 00

合 計 / W 2,388.9 "′メメダ ⑩ 93.5

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,592,0 / 0.200 0.3

公共下水道 □ m3 1,592.O / 0,450 0,ヴ

合 計 〆 〆〆メメメ⑩ 1,o

3 二酸ィ

1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に半う二酸化′′… 里は、
⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

CZ08 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

賎101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の実施

医績年度の目標達成の状況 』□目標逮成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所等の名 称日高屋 経堂農大通店

事 業 所 番 号 A o 5 9 6 - o 1 0 4 睡

〒 1 5 6 - 0 0 5 2 区 市 町村 名璽世田谷区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

経堂・-21-21 シ砂ブ経堂m 号
以

事業所等の延床面積 64.80橿m21筆筆現害毒茅許婚濁声・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 暫
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆竃所 目繋驚 (物販) 艶萎糟設(飲食)

鯖 兎亀事養鱒 醐 4=連鎖化事業区分甑圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭xo.o258)
QJ

46 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑩)
②

“ t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩)

総 計 (④=②十⑨)
④

78 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,188.2kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑤:②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種郊」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 "E肇厚釈i
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×44/12

辞駿』 ) 日電313,4o開き碁盤 6og三 8驚き 38:宣
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

繋 その他 O □ O、O
その他 () 口 0,o

r壕誘繋者冨冨1豊富露呈目欝に 8:8麗 8:88:器薯 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 123,962.0 9,ヴ6 1,209.9 0,382 47.4

規則第6条の17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ⑰ o,o 9,761@ o.o o,3821 ② o.o

合 計 がーザーメーデーメメガ 1⑩ 1,813.2 が′〆′′ ⑩ ヴ7.9

そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,6ヴ2,o // 「 メタメメ o.200 0.3

油 公 共 下水 道 □ m3 1,672,o // 「 ー〆--メ タ
メ

o.450 0.8

合計 ###′′〆〆「〆〆〆#メメメ〆〆⑩ 1.1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

二酸化炭素排出量等の内訳

※1 網丸の 、 道及び工 道の くの ・プびに公′、下 く道への に、ラニ 坊 3 、 出量を

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工 規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

塵績年度の目標達成の状況 11□目標達成した。 11

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 口 有 圃 無

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 大久保北ロ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o l o 『

〒 1 6 9 一 0 0 7 3 区市 町村名=新宿区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

百人町・-19-14 大久保駅前ビル
以

事業所等の延床面積 81.44回 1筆勢峯窄繋績肝薪鷺暫圏・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆驚所 目馨驚藁(物販) 関萎藩設(飲食)

鯖 髭鴇参養鰯 ヴず6 2国 連鎖化事業区分巨直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-◎ xo,o268)
①

48 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

82 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②+③)
④

83 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ◎ 1,006.8kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量然ー
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥ (⑥/1000)×⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑨×44/12

疑寛窟』) 自警318,2oよる驚喜8 8響き 8驚き 4る萱
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ o,o
その他 () □ 0.0

裏一驚寵蕃増冨1灘雷電目器量 8:8書留 8:88:藁基 8:3
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh l07,655.0 9.ヴ6 1,050.7 0,382 41.1

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 @ 0.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 那〆〆〆′ 〆〆〆〆 W 1,869,8#′#′" ⑩ 82,6
そ 水道及び工業用水道 口 m3 1,600.o / ÷′ "-メキメキ o.200 0.3

衛 公 共 下水 道 □ m3 1,6oo.o // デメメザー
メ

o.450 0.ヴ

合計 〆′ / ′〆 / 〆⑩ 1.o
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下力く道への排水に伴う二酸化炭素排出量0

二酸ヒ炭、蕩出量等の内3

⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑬△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな肖灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ Dm4 空調“ ル -の清掃.点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ求 の 縁、2兄

1実績年度の目標達成の状況 11口目標達成した。 」ー

特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 三鷹北口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o l o

〒 1 8 0 - 0 0 0 6 区市 町村名暫武蔵野市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

中町・-17 ‐3TBs ビルーF
以

事業所等の延床面積 ヴzoo同 筆筆現雫窄誓茅評蛋鷺匡・年度分 □・年末満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圃他者所有 冒
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 日覆墓標議(物販) 艶萎藩設(飲食)

鯖 堺渦参養鱒 飽 4劃連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑧ xo.o258)
①

54 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

94 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑧=⑯)

総 計 (④;②+③)
④

95 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,305.5kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の翻 Ti の 単位 使用量 係数 (GJ) 駿 排中平 1
使 用 ⑥ ⑦ ⑧-⑥ /,ooo}x⑦ ⑧ ⑩ ⑧×⑨×44/12

馨 覇 延』 ) 目
Nm3 2L186‐2 45‐oo953 ‐4 o‐o14 48‐2
kg o.0 50.80 0.0 0,016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0,019 0.0

繋 その他O □ O,O
その他 () □ 0.0

要一霧罫書電業増蟹豊麗=…妻ww量 8:8麗 8:88濯 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 120,296.0 9.76 1,174.1 0,382 46.0

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kw h ② 0.0 9.76 QP O.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 ザメーメヂメーメメーメデー / ④ 2,1飼 おザ′〆# 〆 ⑩ 94.2

そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,906.0 ノ / 雌ダメメ o.200 0,4

楠 公 共 下水道 口 m3 1,905.o /// -デーデーメ
ーデー

o.450 0,9

合計 ##〆##/ ′〆〆# ′〆〆〆⑩ 1.2
※1電気の使用 水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※ 1 ゴー気の 、 胆 及び 工 z 旭 の 2 の ・′び に公ノ、・大胆 への z に、たつ二 は、

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 ・ Z 、 ・ の

1実績年度の目標達成の状況 -L□ 目標達成した。 "

特記事項に内容を記載

日 工 A列



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事業所等の名 称日高屋 秋葉原駅前店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o 1 0 7睡

〒 1 0 1 - 0 0 2 3 区市 町村名劃千代田区

事 業所 等の所在 地町名 番
雫

神田松永町4-7EWA 秋葉原ビル
以

事業所等の延床面積 眺.oo霊一睡筆現雫喝塾蟹 薪題際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 園 建物の全部 口 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
墓
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□ 複合施設 口 その他

鯖 堺轟事養鰯 醒 4橿連鎖化事業区分 =圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o258) ① 65 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 112 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=⑨十⑨) ④ 113 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
565,6 kg-C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卸」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 驚 排亨厚敷ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑧ ⑥ /・ooo}x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑧×4墾12

馨覇雇』 ) 日電3 25,24驚き麗 1,i38:88:81き 容量
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36,70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O.O
その他 () □ 0,0

電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kwh o.0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ kWh o.0 9.28 0.0 0,382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 144,459.0 9.ヴ6 1,409.9 0.382 55.2

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ⑪ 0.0 0.382 ⑩ o.o

合 計 -メーザーメタ----// ⑪ 2,545.9 が′〆′ # ◎ 112.7

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,653.0 // メーメメメメ 0,200 0.5

値 公共下水道 □ 2,653.o /// ーメメメ
メ

o.45o I.2　　 　　　 　　　　 　　　　
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下zく道への排水に伴う二酸化炭素排出量;※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用・′びに公ハ下zく道への z に、リニ は、

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫:(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

1実績年度の目標達成の状況 IE 目標達成した。 ーー

特記事項に内容を記載



その 2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 ひばりヶ丘北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 0 I O 8彊

事業所等の所在地
T 2 O 2 O O O 2 区市町村名=西東京市
町名 番 地
以 下

ひばりヶ丘北 3-3-14 森 田ビル IF

事業所等の延床面積 ・ol.52同 筆筆現畿聖誓斧許婚嵩声・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 園他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 間 4= 連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 48 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 83 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 84 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=⑨×1000/事業所等の延床面積)

◎
817.5 kg-C02/m2

二酸化炭素排出量等の内3 二酸化炭素排出量等の 訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量閣
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧:(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩:⑧×⑨×44/12

辞驚』) 目富318澗開き宣駕 篭:宣 8:81き 需
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0,019 0.0

　　　　 　 　　　
電

一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kwh o.0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜岡(22時~翌日8時) □ kwh o.0 9.28 0.0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh lo9,38 ヴ,0 9.76 1,067.6 0.382 41.8

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 W o.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 メーザーメーザーメデー/ /W 1,889.2 "〆〆## ⑩ 83.4

そ 水道及び工業用水道 □ m3 2,4740 / #〆メタ o.200 0.5

他 公 共 下水道 □ m3 2,474.o ノ メキメキ〆-〆メ
メ

o.450 1.1

合計 〆 〆/ 〆メメメメ′#〆〆⑩ 1.6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水、への - に、リニ酸 ヒ′′、 は、

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫△ ,000)×⑨とする。

(日本工業規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の実施状況

ー実績年度の目標達成の状逐ゴー□目標達成した。 "

5 提出年度の地球温暖化対
目 標 の 有 無 □ 圏 無

ンク C02削減率ベンチマーク区分

目標値等(選択) 2 C02排出量 (総量)C02排出量 (延床面積当たり

その他 特記事項に内容を記載

(日本工 規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 巣鴨北口店

事 業 所 番 号 A o 5 9 6 - o 1 0 9 彊

〒 1 7 0 一 0 0 0 2 区市 町村 名=豊島区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

巣鴨2-3-lo 森川第-ビルーFB
以

事業所等の延床面積 鰯.36図 婁筆兎雫窄蟹駅 薪溺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 霊
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 日覆蕃憲 (物販) 関 譜設(飲食)

鯖 霊窯蕎養纂拳 固 2 4留連鎖化事業区分陸直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo,o258)
①

87 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②‐⑩)
②

151 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ 2 t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④.②+③)
④

153 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ◎ 1,031.7kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卸」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 鰯 排挙ザ
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /・ooo}x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑨×44′12

, 都 市ガス □ Nm3 35,806.8 45.00 1,611,3 0.014 81,5

籍 その他 (LPG) □ kg o.0 50・80 0,0 0・016 0・0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

議 その他 O □ O.O
その他 () 口 0.0

一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWrh o.0 9.9ヴ 0.0 0.382 0.0

気 がリリ貝亀 夜間{22時~翌日8--寺) □ k「Wh o.0 9.28 0,0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 183,125.0 9.ヴ6 1,78ヴ,3 0.382 70.0

規則第 5条の I7第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.01 9.76 @ 0.0 0.382 ◎ 0.0

合 計 デー#〆## メメメメ W 3,398.6 "〆"′′ ⑩ 151.5

そ 水道及 びエ業用 水道 □ 立.3 4,154. ○ // メメキーメーキメ- ○,200 0.8

怖々 共 下 水 道 [] 江・3 4,154.o 一 / ザーザー÷〆メ
ヂ

o.45o l.9

合計 〆〆〆〆メメ〆〆〆′ず′〆ず#′〆⑩ 2.ゲ
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;※1コな気の 、 道及びエー 道の くの 用・′びに公共下水道への z に、リニ酸化′3 朝 出量は、

⑩=(⑥月り000)×⑨とする。
※2⑪:(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫",000) ×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ず D・o4 空調,卿 -の清掃,点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 霧 ¥ 、 ・ の

1実績年度の目標達成の状況 IL口目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (活き)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 成増北口店

事 業 所 番 号 A o 5 9 6 - o 11 0 藍

T 1 7 5 一 0 0 9 4 区市 町村 名劃板橋区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

成増3‐11-3 アクトmo 号室
以

事業所等の延床面積 獅 o同 学筆要望聖誓茅許婚鷺際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆
題
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

口複合施設 □その他

賭 鹿鴇事養雛 醐 4墓連鎖化事業区分撞・直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①。⑭ xo.o258)
①

55 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑯)
②

94 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑨ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④。②+⑨)
④

95 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,080.4kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 驚 "E中平欺i
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /.ooo)x⑦ ⑨ ⑩・⑧×⑧×44′i2

嫌華麗&。) 自警319,3繋 電器 87る:g驚き 4g:≧
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O,O
その他 () □ ○,0

『霧罫書電業者墓園票=驚喜徽 8:8g:茎喜 8:88:藁葺 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh 131,351,0 9.ヴ6 1,282.0 0.382 50.2

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ⑭ ○.0 9.76 ⑭ o.o o.382 ⑩ o.○

合 計 #### ′ 〆メメメ ⑭ 2,153.ヴが〆〆〆〆 ⑩ 94.3
そ 水 道及 び工 業用 水 道 □ m3 2,o12.o ///"- メーター o.200 0.4

他 公共下水道 □ m3 2,o12.o // 〆 # デー
〆

o.450 0.9

合計‐ ザメメ メ メメメ ガ′剣 1,3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

二 ぉヒ ′ 量 の内

※ 1; ‐気の 、 胆 び工 z 旭 の の ・′び に公 下 く へ の z に′、′っ二

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪二(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,ooo)×⑨とする。

(日本エー規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 =□ 目標達成した。 11

5 提出年度の地
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

ンク C02削減率 (前年

.C02/m2 C02 排出量 (総量)

ベンチマーク区分

C02排出量 (延床

その他

目標値等(選択)
特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 錦糸町北口店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 1劃

事業所等の所在地
T I 3 O O O I 3 区市町村名騒墨田区

町名 番 地
以 下

錦 糸 3-3-10

事業所等の延床面積 ・49.64ド 1警筆唆畿塑誓炉許婚題際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 薗
報 告 範 囲 園 建物の全部 □ 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 口 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 剛 4唖連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 74 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 129 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑩)

⑧ 2 t

総 計 (④=②+⑨) ④ 131 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

⑥
862.0 kg‐C02 た,.2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥△○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量湘
(t)

⑩;⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 30,978.4 45.00 1,394.0 0.014 70.5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0‘O 0,016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0,O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時 ~22 時) □ kWh 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ kVVh 0.O 9,28 0.O 0,382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kvvh 153,ゲ59.〇 9.ヴ6 1,500.7 0.382 58,ヴ

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kVVh @ 00 9.76 ⑩ oo 0,382 ⑩ 00

合 計 / ⑩ 2,894.7 が′##〆 ⑩ 129.3

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 3,16掌○ / 0.200 0.6

公共下水道 □ m3 3,16ヴβ / 0.450 1.4

合 計 / が′"〆〆⑩ 2ユ

3 二酸ィ

1電気の使用、水道及び工業用水道の水の 用・′びに公ハ 大胆への zくに、っ-
⑩ =(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 髪・¥ 、 ・ の

1実績年度の目標達成の状況 IL口目標達成した。 11

特記事項に内容を記載



その 2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 池袋東口駅前店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 2弧

事業所等の所在地
T I 7 0 O 0 I 3 区市町村糊豊島区

町名 番 地
以 下

東池袋 1-1-4 池袋北辰ビルBI

事業所等の延床面積 鵬,3ヴ図 1筆要望宅蟹蟹 薪鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途
□事務所 口 商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
口 工場 口 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 徽 4= 連鎖化事業区分 一 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑩ xo.o268) ① 59 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② lol t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ l t

総 計 (④=②十③) ④ 102 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② xlooo/事業所等の延床面積)

◎
958.5 kg‐C02/,,.2

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥"○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

移E出量欺1

(t)
⑩=⑧×⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 22,157" 45.00 997.1 0.014 50.5

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0,O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.ヴ○ 0.O 0.019 0.O

その他() □ 0.O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kW′h 0.O 9.97 0.O 0,382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時 ) □ k一Wh 0.O 9.28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ k、wh 132,626.O 9,ヴ6 1,294.4 0.382 50.7

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ⑭ oo 9.76 ⑩ op 0.382 ◎ 00

合 計 / W 2,291.5 が##′〆⑥ 101.I

そ
の
値

水道及び工業用水道 □ m3 1,930.O / 0,200 0.4

公共下水道 □ m3 1,930.O / 0.450 0.9

合 計 ダメメメ "〆メメメ⑩ 13

※ 1 3丸の

⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規格A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1oi 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

回101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

匡績年度の目標達成の状況 1際 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

日本工 規格A列4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 町屋店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I

事業所等の所在地
T I I .6 O O O 2 区市町村名=荒川区

町名 番 地
以 下

荒川 6-5-2 ツジビル IF

事業所等の延床面積 99."陸棲筆現畿窄繋事 薪駕戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他 )

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
□ 工場 口 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 ヮ 6 2 4= 連鎖化事業区分 璽圏 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo,o258) ① 56 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 98 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③:⑯)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 99 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

⑧
988,2 kg"C02/ ヱヱ12

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧=(⑥ /1000〉×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量紋I

(t)
⑩ ⑧×⑨×44八2

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,092.4 45.00 1,039,2 0.014 52.6

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.ヴ○ 0,O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0,O 9,28 0.O 0,382 0,O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 119,3ヴ8D 9.ヴ6 1,165,1 0.382 45.6

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kVVh @ oo 9.ヴ6 ⑪ o.o 0.382 ⑩ 0.0

合 計 "〆〆〆⑭ 2,204.3 〆′′′′⑩ 98.2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,351.O / 0.200 0,5

公共下水道 □ m3 2,351.O / 0.450 1,I

合 計 / 〆〆メダメ⑩ 1.5

3 二酸化炭素排出量等の内

の 2 の ・びに公共下 zく道への z に 眠っ二1

⑩ ;(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨どする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ず D,o4 空調“ル -の清掃.点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ・ の 方総 況

1実績年度の目標達成の状況 1彊 目標達成した。 -1

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 四谷三丁目店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o l 1 4 暫

〒 1 6 0 一 0 0 0 4 区市 町村名=新宿区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

四谷3-11-17 第2光明堂ビMF
以

事業所等の延床面積 砿90同 筆筆算畿響誓茅許婚闇劃圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途自筆
題
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

□複合施設 □その他

鯖 龍駕壕養鰹 716ず2国 連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o258) ① 3ヴ kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 63 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ 0 t

総 計 (④;②十③)
④

63 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑤
830.O kg-Co2/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量胤
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑩-(⑥/1000)X ⑦ ⑨ ⑩;⑧×⑨×4射12

疑 耀 』 ) 目
Nm3 14,478‐6 45‐oo651.5 o‐o14 33‐o
kg o.0 50,80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

鴛駕篭8 目 8:8
裏一事瀞諸者驚豊三電車…蔓器量 8:8喜憂 8:88饗 8:8

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 80,388.0 9.ヴ6 784,6 0,382 30.7

規則第 6条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 W o.0 0.382 ⑩ 0.0

合 計 ####// fW 1,436.1"〆〆〆" ⑩ 63.7

そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,o32.o / メメ メ o,200 0.2

他 公共下水道 口 m3 1,o32.o /// ーメメメメ
メ

o.45o o.5

合計 〆 メ/ 〆メ ガメメ⑩ 0,ヴ
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量じ

3 二酸 ヒw 、 量 の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への に半っニ イ′′… は、
⑩=(⑥ /1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000
⑫二(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工 規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、 の実施

医績年度の目標達成の状況 11□目標達成した。 JI

その他 特記事項に内容を記載



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 綾瀬リエッタ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 1 5璽

事業所等の所在地
T I 2 0 O O O 5 区市町村糊足立区
町名 番 地
以 下

綾瀬 3-1-10

事業所等の延床面積 ヴID8図 1筆喫畿喝繋雫 薪鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 口商業施設(物販) 園商業施設(飲食)
口 工場 口複合施設 □その他

日本標準産業分類
における細分類番号 徽 4暫連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑫ xo.o258) ① 42 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 72 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑯)

③ 1 t

総 計 (④=⑨+③) ④ 73 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
1,o12.9 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量来1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥-(⑥/1000)X ⑦ ⑨ ⑩二⑧×⑨ X4羽12

疑驚電光) 自警316,28書き繁昌8 73g:8器{i 3髭
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O・O
その他 () □ 0.0

電
一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWh o.0 9.97 0.0 0.382 0.0

気
からの買電 夜間(22時~翌日8時) □ kwrh o.0 9.28 0,0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む □ kWrh 91,856,0 9.ヴ6 896,6 0.382 35.1

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0,01 9.76 ⑪ o.o o.382 ◎ o.o

合 計 "′### 〆〆〆′ W 1,629.5ザメ#′〆 ⑩ ヴ2.2

そ 水道及び工業用水道 口 m3 1,690.0 // メメーメメ 0.200 0.3

イー",公 共 下水 道 □ m3 1,690.o / メ メ
ダ

o.450 0.8

合計 が′′〆〆メメメザ"〆#′ ず〆ず# ⑨ 1.1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下ズく道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

二 ぉヒw 、 量 の内

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下ズく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫△ ,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

猛101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 1際 目標逮成した。 ー1

特記事項に内容を記載

日本工 規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 綾瀬リエッタ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 5

事業所等の所在地
T I 2 O O O O 5 区市町村名薗足立区

町名 番 地
以 下

綾瀬 3-1-10

事業所等の延床面積 れ.o8同 筆筆現雫堰誓炉奇併鷺際・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□工場 □複合施設 口その他

日本標準産業分類
における細分類番号 剛 4薩連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=@xo.o268) ① 42 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑩) ② 72 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 73 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

◎
1,012.9 kg‐C02/,,ど

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ド(⑥"○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量粗
(t)

⑩;⑧×⑨×44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 16,289.I 45.00 ヴ33.○ 0.014 37.1

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他(灯油) □ L 0.O 36.ヴ○ 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0,O

その他() □ 0.O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ k＼~h 0,O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間1(22時 ~ 翌日8時) □ kVVh 0.O 9,28 0.O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kiWh 91,856.O 9.76 896.5 0.382 35.1

規則第5条の17第 3項の場合のみなし値※Z kWh ② 00 9.76 妙 OD 0.382 ⑩ 00

合 計 / ② 1,629.5 "〆〆#′ 邸 ヴ2,2

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 1,690.O / 0.ZOO 0.3

公共下水道 □ m3 1,690.O / 0.450 0.8

合 計 〆 ザダダ〆〆 ⑨ 1,1

二 ぉヒ炭素排出量等の内訳3

※1 電気の使用、水道及び工 用 z 道の 7 の ・'びに公ハ 水旭への - こ、リニ

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪ /電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑲=(⑫ /1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A夕陽番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の実施状況

医績年度の目標達成の状況 1際 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 綾瀬リエッタ店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 0 I I

事業所等の所在地
↑ I 2 0 O 0 O 5 区市町村名=足立区

町名 番 地
以 下

綾瀬 3-1-10

事業所等の延床面積 ヴ朋 同 筆筆魂畿喝篭雫 蛋闇彊・・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 "
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
□事務所 口 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 欄 連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑭ xo.o268) ① 42 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② 72 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 73 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=⑨×1000/事業所等の延床面積)

⑤
1,012,9 kg‐C02/,,.2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量宋1
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥/1000)×⑦ ⑧ ⑩ :⑧×⑨×44/12

疑寛湿る酷) 日電316,28書き電器 73宣8 8驚き 3登ろ
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

ね翠徴; 自 認
電

一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kwh o.0 9.9ヴ 0.0 0,382 0.0

気
からの買電 夜閥(22時~翌日8時) □ kwh o.0 9.28 0.0 0.382 0.0

その他の買電(昼夜間不明の場合も“キむ。) □ kWh 91,856,0 9.76 896,5 0.382 35.1

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kwh@ 0,01 9.76 ⑪ o.o o.382 ⑩ o.o
, 合 計 〆 メーザーメーザー q9 1,629.5 が′ " 〆 " ⑩ 72.2

そ 水道及び工業用水道 口 m3 1,690.o /// 〆メザメメメ o.200 0,3

れれ, 公 共下水道 口 m3 1,690.o / メメ
メ

o.450 0.8

合計 メメ / 〆メメメメ〆〆′〆◎ 1.1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量0

二 ぉ妨げ、 量 の内訳3

※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、
⑲=(⑥",000) ×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)八,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫△ ,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

霊101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対策の

1実績年度の目標達成の状況 胆 目標達成した。 =

5 提出年度の地球
目 標 の 有 無 口

ンチマーク区分 ンク C02 ・′′ ぇ (前年

-Co2/m2 C02 排出量 (総量)目標値等(選択) C02排出量 (延床面積当

特記事項に内容を記載

日 工 A列4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 巣鴨南ロ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o 11 6 穏

〒 1 7 0 - 0 0 0 2 区市 町村 名轟豊島区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
半

期 .-18-1O
以

事業所等の延床面積 ・24.o8』21筆筆唆雫宅誓茅許婚鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 園他者所有 =
報 告 範 囲 圏 建物の全部 □ 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目撃
墓
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

口 複合施設 □ その他

鯖 堺轟事養鰯 醐 4暫連鎖化事業区分 =・直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo.o258)
①

54 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量⑥-⑩)
②

93 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③;⑩)

総 計 (④。②+③)
④

94 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ ヴ49.5kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量澗
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥ド(⑥"○00)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44′12

疑驚』) 自警3 21,4筆者驚喜8 963:88驚き 4琶言
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

義 その他() □ O・O
その他 () □ 0,0

要一懸賞書者冨豊麗瞳嶺雷霊…童帯豊 麗禦 X8 8琵琶 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh llヴ,496.0 9.76 1,146.8 0.382 44.9

規則第 6条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0,0 9.76 ⑭ 0,0 0,382 ⑩ o.o

合 計 "′′〆メ メ 〆〆④ 2,111.6ザ## メメ q9 93.ヴ
器 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,4ゲ4.o 〆 / 〆〆′# o.200 0.5
他 公 共 下水 道 口 m3 2,4ヴ4.o ノ // ′メタメーザ

ーギター
o.450 1,1

合計 が′′〆〆〆〆メ〆#騨′′′ "がメ′#@1,6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は※1 コ気の 用、 道及び工 用 道の2 の ・′ぴに公ハ下水胆への 2 に、リニ酸 ′′ は、

⑩二(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工 規 A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室 o不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

Eiol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温日、に余 ぉの

1実績年度の目標達成の状況「庶 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工業規格Aダリ4番)



その 2 ほめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 下高井戸店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I I 7

事業所等の所在地
T I 5 6 O O 4 4 区市町村名暫世田谷区

町名 番 地
以 下

赤堤 4-46-7 田中ビル

事業所等の延床面積 ・21.52=m21筆筆要望聖霊斧奇併闇1- 年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 工場 □ 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 剛 4霞連鎖化事業区分 =圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

原油換算エネルギー使用量 (①=@xo,o258) ① 55 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 96 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑩)

③ 1 t

総 計 (④=②十⑧) ④ 97 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

◎
789.9 kg‐C02/,,.2

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

排出原単位 りの量 (⑤=②×1000/事業所等の延床面積)

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑥ド(⑥"○00)×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量米i

(t)
⑩=⑨×⑨×44′12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 23,698,5 45.00 1,066.4 0.014 54.O

その他 (LPG) □ kg 0.O 50.80 0,O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他 () □ 0,O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9.9 ワ 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kvvh 0.O 9,28 0,O 0.382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kVVh 110,422.0 9"6 1,0ヴヴマ 0.382 42.2

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kVVh ② oo 9.76 W OO 0.382 ⑩ oo

合 計 / W 2,144.2 〆〆メメメ⑩ 96.1

そ
の
他

水道及び工業用水道 □ m3 2,318.O 〆 0.200 0.5

公共下水道 □ m3 2,318,0 / 0.450 1.O

合 計 "〆〆〆 "〆〆′〆⑩ 1.5

3 二酸ヒ炭素排出量等の内訳

※1 電気の使用、水道及び工 道の の ・′ぴに公ハ ・大胆への zくこ、-っ- - 、

⑩ =(⑥△ ,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑬=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬二(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

配101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 IL□ 目標達成した。 」1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (表)

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の名 称 日高屋 高田馬場駅前店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o 11 8=

〒 1 6 9 - o o 7 5 区市 町村 名醤新宿区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

高田馬場1-26-12
以

事業所等の延床面積 鴨 唐黍兎雫聖蟹覇 併鷺璽圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
墓
所 □商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)

口 複合施設 □ その他

鯖 ,製鵠拳養鰯 棚 4謬連鎖化事業区分璽圏直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①‐⑩ xo.o258)
①

63 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑮)
②

.lo t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④=②十⑧)
④

11l t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,512,6kgCo2/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種男-」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 驚 排辱 澱
使 用 ⑥ ⑦ ◎ ⑥ /・ooo)x⑦ ⑨ ⑱ ⑧×⑨×44/12

癖 騎 』 ) 目
Nmり 郡 41‐9 45‐oo l,239‐4 o‐o14 62‐7
kg o.0 50.80 0.0 0.016 0.0

及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.70 0,0 0.019 0.0

嶺 その他 O □ O,O
その他 () □ 0.0

裏-懸罫書書福豊麗慶喜置日野畳耳:3麗 8:88琵琶 8:3
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k一Wh 126,096,0 9.76 1,230,ヴ 0,382 48.2

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kWh ⑭ ○.0 9.76 qy o.0 0.382 ⑩ 0.○

合 計 ザーザーメーザー //qy 2,470.1 ′′〆# ⑩ 110.9

董 水道及びエ業用水道 □ m 3 2,ヴ14.o// ノ "〆メメメ o.200 0.5
他 公 共 下水 道 □ m3 2,ヴ14.o ÷// 〆 ,〆デーメデー

メ
o.45o L2

合計 #卵#〆# 〆〆〆"〆### 〆##ダダ◎ 1,8
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、※ 1 ココ気の 、z 胆 び 工 く の の 、′び に議ノ、 く旭 へ の z こ、リニ キ

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫;(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑬/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

EIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

ー実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 ー-

特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 信長)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事業所等の名称日高屋 学芸大学駅前店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o 1 I 9=

〒 1 5 2 一 0 0 0 4 区市 町村 名=目黒区

事業所 等の所在 地町名 番
聖

鷹番3 -8 高橋ビル
以

事業所等の延床面積 ・o・.・2』2唐黍塊雫窄雪茅許婚闇陸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 響
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目華
麗
所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)

□ 複合施設 口 その他

鯖 ,製鴇参養鰯 剛 4醒連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo.o268)
①

52 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑮)
②

89 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨:⑩)

総 計 (④=②十③)
④

9o t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑨ 880.l kgco2/m2
排出原単位 りの量 (⑤=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量烈
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ @ド(⑧/1000)X ⑦ ⑧ ⑩ =⑧×⑨×44/12

疑寛忍ん。) 自彊3 21,21まる禦8 9増量 8:81萱 4g萱
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0,0

義 その他 O □ O,O
その他 () □ 0,0

裏-事務繕者富麗躍冨 目菱帯に 8:8g:茎 8:88:灘 8:3
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kWrh l08,ヴ42.0 9.76 1,061.3 0.382 41,5

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 @ 0.0 0.382 ◎ 0,0

合 計 メヂ‐メタメタ "〆〆〆 W Z,016.1 ""# ′〆 ⑩ 89.9

覧 水道及びエ業用水道 □ m3 2,483.o/ /# メ‐メタメ o.200 0・5

楠 公共下水道 口 m3 2,483.o /// 〆メタ′
ダメ

o.450 1.1

合計 メメガメず "〆メメダメ〆〆〆 #〆′ダ" ⑩ 1.6
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は

二 ぉヒ炭 、 量 の内

※ 1 二±気 の

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑱;(⑫/1,000)×⑨とする。

(日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ ,

　　

ギ D・o4 空調“ ルターの清掃.点検

対
策 設備保守対策

鴛101 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

1実績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 ー1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圃 無

目標値等(選択)

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比) %

C02排出量 (延床面積当たり) kgC02/m2 C02排出量 {総量) t

その他 特記事項に内容を記載

日本工業規格A列4番)



その2 はめ

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 亀有北ロ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o 1 2

〒 1 2 5 一 0 0 6 1 区市 町村名轟葛飾区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

亀有5-32-lo マ卿ビル1F
以

事業所等の延床面積 69,6〆1筆筆現畿喝誓炉肝蛋篤=圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
目覇

所 □商業施設(物販) 圃商業施設(飲食)
□ 複合施設 口 その他

鯖 ,堺轟事養鰯 脳 4彊連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo.o268)
①

48 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑯) ② 83 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩)

総 計 (④=②+③)
④

84 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑤ 1,190.9kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑤=⑧×1000/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量湘
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥:(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑩=⑧×⑨×44/12

馨覇蕊弼) 自警 o,2壕 電器 91g:88:81き 48萱
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ゲ0 0,0 0.019 0.0

鷺 その他 O □ o.o
その他 () □ 0.0

裏一事誓罫書電業者霊園竃雷室… 麓 8:8麗 8:88豊麗 8:8
その他の買電{昼夜間不明の場合を含む。) □ k、Wh 98,908.0 9.ヴ6 965.3 0.382 37,8

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh @ 0.0 9,76 ⑪ 0.0 0.382 ⑩ o,o

合 計 ザーザーメザメ〆///@ 1,878.3が〆′〆〆 ⑩ 84.o

そ 水道及び工業用水道 □ 2,o" ○ ノ / メメメメ 0.200 0.4

衛 公共下水道 □ m3 2,o胃 .o / デー"## o.450 0.9

合計 メ メ メ 騨〆′〆′騨〆〆〆#⑩ L3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下zく道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、※l iコ気の 、 旭 び工 旭の の ・′ぴに公ハ下大胆への z に、リニ ′ 、 出 ば

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工 規客A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

ー実績年度の目標達成の状況 -ー口目標達成した。 J1

5 提出年度の地球温暖化対策の目標
目 標 の 有 無 □ 有 圏 無

目標値等(選択)

ベンチマーク区分 ランク C02削減率 (前年度比)
}

%

C02排出量 (延床面積当たり) kg-C02 なヱヱ2 C02排出量 (総量) t

その他 特記事項に内容を記載

(日本工業規格A列4番)



その2 (詰め

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 飯田橋店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o 1 2 I=

T I O Z - 0 0 7 1 区市 町村 名=千代田区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
聖

富士見2-n-loFK 富士見ビル1F
以

事業所等の延床面積 98.64図 書筆禦畿聖霊漬許婚副圃・年度分 □・年未満
所 有 形 態 ロ 自己所有 圃他者所有 睡
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆墓所 日覆豪農議(物販) 艶 薄設(飲食)

鯖 堺渦参養鰯 醜 4劃連鎖化事業区分一直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (① ⑭ xo.o258)
①

45 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑩)
②

77 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ o t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑯)

総 計 (④=②+③)
④

77 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 780.6kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量雅
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑧=(⑥ /1000)×⑦ ⑨ ⑯:⑧×⑨×44/12

籍零婁忍』 ) 呂塾曹316,388:8懲 ヴ3g:g器量 智者
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

要一鰯零誓書鱈豊麗豊三雷裏書目茎器量 8:8麗 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ kW←h 104,448,0 9.ヴ6 1,019.4 0.382 39.9

規則第 5条の 17第 3項の場をのみなし値※2 kWh ② ○,0 9.76 ⑭ 0.0 0.382 鯉} ○.○

合 計 〆 .〆メメーメメメギーメメー〆〆〆〆 ⑭ 1,ヴ56.6 ザ〆′ # 〆 Q9 ヴヴヱ

そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,530.o ///" メメ 0.200 0.3

他 公共下水道 口 m3 1,530.o / / 〆がーメー
メ

o.450 0.7

合計 〆 #/ が〆〆##メメメメメ⑩ 1.o
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

二 ぉヒ炭素 量膚の内3

※1 淑丸の 、 び工 旭の の ・′びに公ノ、 大胆への に、リニ は、

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。

日 工 規 A列4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

CZ03 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ・ の 方総、況

医績年度の目標達成の状況 1隠 目標達成した。 =

特記事項に内容を記載

(日本工



その2 懐き)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 荻窪南ロ店

事 業 所 番 号 A 0 5 9 6 0 I 2 2醤

事業所等の所在地
T I 6 7 O O 5 I 区市町村名=杉並区

町名 番 地
以 下

荻窪 5-30-7 荻窪エースビル IF

事業所等の延床面積 90.85同 筆筆禦畿響誓茅奇薪憲=・・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圃他者所有 璽
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 □ 商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
□ 工場 口 複合施設 口 その他

日本標準産業分類
における細分類番号 剛 4= 連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①;⑭ xo.o258) ① 49 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑮) ② 84 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (③=⑬)

⑧ 1 t

総 計 (④=②十③) ④ 85 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

⑥
924.6 kg榊C02/1ヱ12

出 、単位 りの量 (⑥=②×1000/事業所等の延床面積)

燃料等の種別
推計
の
使用

単位 使用量

⑥

係数

⑦

熱量
(GJ)

⑧ =(⑥ /1000}×⑦

二酸化炭素排出量
排出
係数
⑨

排出量炊I

(t)
⑲=⑧×⑨ X44/12

燃
料
及
び
熱

都市ガス □ Nm3 17,897,6 45.00 805,4 0.014 40.8

その他(LPG) □ kg 0.O 50.80 0.O 0.016 0.O

その他 (灯油) □ L 0.O 36.70 0.O 0.019 0.O

その他 () □ 0.O

その他() □ 0,O

電
気

一般電気事業者
からの買電

昼間 (8時~22 時) □ kWh 0.O 9.97 0.O 0.382 0.O

夜間 (22時 ~ 翌日8時) □ kWh 0,O 9.28 0,O 0,382 0.O

その他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。) □ kWh 114,ゲ23.〇 9.ワ6 1,119.7 0.382 43.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※2 kVVh ⑭ oo 9.76 W OP 0,382 ⑩ oo

合 計 〆〆〆〆④ 1,925,1 が′〆′〆⑩ 84.6

そ
の
仙

水道及び工業用水道 □ m3 1,765.O / 0.ZOO 0,4

公共下水道 □ m3 1,ヴ65.○ / 0.450 0.8

合 計 〆 〆#′′〆⑩ 1ユ

※・電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への に、リー
⑩=(⑥△ ,000)×⑨とする。

※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000
⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑯=(⑫",000) ×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

C1ol 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルタ」の清掃・点検

対
策 設備保守対策

E1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖 ヒ、策の実施

医績年度の目標達成の状況 =□目標達成した。 1ー

特記事項に内容を記載

日本工 A列4番



地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称日高屋 北赤羽店

事 業 所 番 号 A O 5 9 6 O I 2 4蟹

事業所等の所在地
T I 1 5 O O 5 2 区市町村名璽北区
町名 番 地
以 下

赤羽北2-32 一1I JR赤羽駅高架下

事業所等の延床面積 閣.5ご唐黍現聾窄繋覇 薪鷺戸・年度分 □・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 □ 建物の全部 園 建物の一部 (テナント) □ 建物の一部 (その他)

報告範囲の主たる用途
口事務所 口商業施設(物販) 圏商業施設(飲食)
口 工場 口 複合施設 □ その他

日本標準産業分類
における細分類番号 7f鰍 暫連鎖化事業区分 ド 直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=⑩ xo,o258) ① 44 kl

二酸化炭素
排 出 量

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②=⑯) ② ヴ5 t

水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に
伴って排出される二酸化炭素の量 (⑧=⑯)

③ O t

総 計 (④=②+⑨) ④ 75 t

二酸化炭素
排出原単位

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た
りの量 (⑤二② x looo/事業所等の延床面積)

⑥
530.O kgC02/m2

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 排出 排出量欺i
使用 係数 (t)

⑥ ⑦ ⑥ド(⑧/1000)×⑦ ⑨ ⑩ =⑧×⑨×44′12

馨覇篠酷) 日電314,9欄繁昌8 67g:88:8{≧ 3き宝
及 その他 (灯油 ) □ L 0,0 36.70 0.0 0,019 0.0

議重麓豊8 目 8:8
電

一般電気事業者 昼間 (8時~22 時) □ kWh o.0 9.97 0.0 0.382 0.O

E
気

からの買電 痴ー=(22時~翌日8時) □ kwrh o,0 9,28 0,0 0,382 0,0

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k一Wh lo7,8 ヴ9.0 9.76 1,052,9 0.382 41.2

規則第 5条の 1甥筋 項の場合のみなし値※2 kvvh ④ 0.0 9.76 ② 0,0 0,382 ⑩ o.o

合 計 〆 .〆.メタメーメメ// ⑩ 1,鷲 4,9 ′〆〆′ ⑩ %,2

そ 水道及び工業用水道 口 m3 1,343.0 /// 〆′〆 0.200 0,3

油,公共下水道 口 m3 1,343,o /// # メメ
メ

o.450 0,6

合計 メメ メ 濯メメメメ′ダ卿 0,9
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、※1 電気の使用、水道及び工業用水道の の1 用・′びに公ノ、下 旭への に、リニ キ

⑩=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)八,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日本工業規格A列4番)



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
ェ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

BIOI 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

医績年度の目標達成の状況
「

=ロ 目標達成した。 11

特記事項に内容を記載その他

日 工 規 Aダリ4番



地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称 日高屋 田無アスタ店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 一 o 1 2 5璽

〒 1 8 8 - 0 0 11 区市 町村 名唖西東京市

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

田無町2-1-1IAsTA1F
以

事業所等の延床面積 醐 9国 璽筆兎聾塑蟹覇 婿鷺声・年度分 □・年未満
所 有 形 態 口 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 園 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途目覇所 日覆蓉驚 (物販) 艶 魔設(飲食)

是蒼鬼鴇事養笹奪 612i4璽連鎖化事業区分響・直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-◎ xo.o258)
①

51 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②⑩) ② 89 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

9o t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,248.4kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排増ザ
使 用 ⑥ ⑦ ⑥ ⑥ /Iooo)x⑦ ⑨ ⑩・⑨×⑨×44′12

都 市ガス □ Nm3 21 052,8 45.00 94γ.4 0,014 4ヴ.9
、、、 乳 m ′山 ′Tn ハ、 [ 1 ^ ^ F^ n^ ハ ^ ^ ^ ィn ^ ^
料 ー “↑也 ＼しrU ノ ] 進g U・U UU ・OU U・U U・U ↓O U・U

及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0,0

議 その他 0 □ O.O
その他 () □ 0.0
一鰐雷編車掌者 昼間 (8時~22 時) □ kWrh o,0 9.9ヴ 0.0 0.382 0,0

電 力)ムの国電 . [ L… 1 ハ ^ ^nn ハハ ^nnn ^^
タ
ヨ
,

恢醐＼ムが時~ 立 IJO吋ノ ] AYYII V,V ロ.目O U,U V,t10 目 V・U

その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。) □ k一興rh l08,057.0 9.76 1,054,6 0.382 41.3

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kwh ② 0.0 9.76 ⑩ 0.0 0.382 ⑩ o.0

合 計 "ザー## 〆 ′メメメ @ 2,002‘0 "##"# ⑩ 89.2
≦ 水道及び工業用水道 □ m 3 1,723.o /" ′′メメ o.200 0.3

他 公共下水道 口 m3 1,ヴ23.o // メメメ′
〆

o.450 0.8

合計 〆##′メメメ〆′ず′#〆 "〆#"〆⑩ 1.1
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、・RI コ気の 、 旭 び 工 坦 の“ の ・び こ公ノ、 水胆 へ の こ、リ ー 興 、 ▲ は

⑩=(⑥",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)△,000

⑫:(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫△ ,000)×⑨とする。



(裏)
4 地球温暖化対策の実施状況

重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
エ
ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

対
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖化対 の

1実績年度の目標達成の状況 IL□目標達成した。 H

特記事項に内容を記載その他



その2 (詰め

地球温暖化対策報告書 (その2)
1 事業所等の概要

事業所 等の名 称日高屋 浅草駅前店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 ‐ o 1 2 6橿

〒 1 1 1 - 0 0 3 2 区市 町村 名川台東区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

浅草・一2ー3 浅草プラザホテル1F
以

事業所等の延床面積 砿24図 華美要望窄誓好評蛋鷺戸・年度分 口・年未満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 H
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆
墓
所 □商業施設(物販) 璽商業施設(飲食)

□ 複合施設 □ その他

賭 堺轟壕養鰯 憎 4冒連鎖化事業区分ド直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①=◎ xo.o268)
①

57 M

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②-⑯)
②

98 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ⑧ l t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(⑨=⑩)

総 計 (④=②十③)
④

99 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ⑥ 1,302,4kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種別 の 単位 使用量 係数 (GJ) 驚 排学デ ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑭ {⑥/・ooo)x⑦ ⑨ ⑩‐⑧×⑧×44′12

疑寛忍』 ) 日電3 2o,8o繋駕:88 93宣言 8:8琵 琶萱
及 その他 (灯油 ) □ L O.0 36.ヴ0 0.0 0.019 0.0

義 その他 O □ O・O
その他 () □ 0.o

r霜害書電業者墓冨露呈譲…欝[ 8:8饗 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む □ kWrh 132,883,0 9.76 1,296.9 0.382 50.8

規則第5条の17第3項の場合のみなし値※21kWh@ o.o 9.76 ⑪ 0.0 0.382 ⑩ o.o

合 計 〆 .デーメメーキギメタ〆///@ 2,233.3 騨# 〆′′ ⑩ 98.1

そ 水道及び工業用水道 口 m3 1,943.9 // ダメメ o.200 0.4

れれ, 公 共 下水道 口 m3 1,943,9 // 〆 -メタ
メ

o.450 0,9

合計 が〆 ダ/ 〆′〆〆′〆メガ′◎ 1.3
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量は、

3 二酸化炭素排出量等の内

※ 1 ちコ気の 用、 道 及 び 工 z 旭 の の ・′び に公 ハ く坦 へ の ・ に、たっ二 は

⑲=(⑥/1,000)×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)/1,000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑩=(⑫/1,000)×⑨とする。

日 工 、, 各A列 4番



4 地球温暖化対策の実施状況
重点対策 その他対策

対策番号 対策名 対策番号 対策名
A501 ビル所有者の対策や要請に協力

組織体制の整備

B1ol 自ら入手可能な情報に基づく把握
エネルギー等の
使用状況の把握

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

運 用 対 策

省
工 ,

ネ
　　

ギ
I DI04 空調フィルターの清掃・点検

　　
策 設備保守対策

B1ol 高効率照明ランプの採用(屋内)

設備導入対策

4 地球温暖ヒ対策の

座績年度の目標達成の状況 =ロ目標達成した。 1ー

特記事項に内容を記載



その2 (活き)

地球温暖化対策報告書 (その 2)
1 事業所等の概要

事 業 所 等 の 名 称焼鳥日高 王子北口店

事 業 所 番 号 Ao 5 9 6 - o 1 2 7霞

〒 1 1 4 一 0 0 0 2 区市 町村 名醤北区

事 業 所 等 の 所 在 地 町 名 番
雫

王子.一1o-9
以

事業所等の延床面積 92.40=ゴ睡筆兎畿亀繋蟹 蛋鷺冨圏・年度分 □・年末満
所 有 形 態 □ 自己所有 圏他者所有 =
報 告 範 囲 口 建物の全部 圏 建物の一部(テナント) □ 建物の一部(その他)

報告範囲の主たる用途自筆竃所 目繋驚 (物販) 艶泰糟設(飲食)

鯖 鬼鴇事養笹奪 7同 年 薗連鎖化事業区分贋圃直営店 □加盟店 □非該当

前年度の報告内容
か ら の 変 更 点

2 原油換算エネルギー使用量及び二酸化炭素排出量 (平成24年度の状況)

原油換算エネルギー使用量 (①-⑭ xo,o258)
①

26 kl

燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の量(②.⑩)
②

41 t

二酸化炭素水道及び工業用水道の使用並びに公共下水道への排水に ③ o t
排 出 量伴って排出される二酸化炭素の量(③=⑩)

総 計 (④=②十⑨)
④

41 t

二酸化炭素 燃料等の使用に伴い排出される二酸化炭素の延床面積当た ◎ 443.7kgC02/m2
排出原単位 りの量 (⑥=②xlooo/事業所等の延床面積)

3 二酸化炭素排出量等の内訳
推計 熱量 二酸化炭素排出量

燃料等の種卸」 の 単位 使用量 係数 (GJ) 雛 排
停

※ー
使 用 ⑥ ⑦ ⑧⑩ 〃ooo)x⑦ ⑨ ⑩ ⑧×⑨×蛙′12

疑騎』) 自警3 3,3聖者電器 .零さ 8驚き ;薯
及 その他 (灯油 ) 口 L O.0 36.70 0.0 0.019 0,0

繋 その他 O □ O.O
その他 () □ 0.0

裏-鞭寄書蕃者冨鱒二凝議呂蓋徽 繊麗g 8:88豊麗 8:8
その他の買電(昼夜間不明の場合を含む。)[] kVVh 89,252.0 9.76 871.1 0.382 34.1

規則第 5条の 17第 3項の場合のみなし値※2 kVVh @ O.0 9.76 @ 0.0 0.382 ⑩ 0.○

合 計 "# 〆〆′ #メメメ④ 1,022.2"′"〆〆 ⑩ 41.7

そ 水道及び工業用水道 □ m3 1,o爺 o // ′ "〆メタ o.200 0.2

他 公 共 下水道 口 m3 1,o570 / ノ / メデーヂメーメメ
メメ

o.450 0.5

合計 #"メダメ〆がメ"#〆#〆 ""〆ずメ◎ 0,ヴ
※1電気の使用、水道及び工業用水道の水の使用並びに公共下水道への排水に伴う二酸化炭素排出量;

3 二酸ヒ炭素排出量等の内

※ 1 ニメ丸の 、z 胆 び工 旭 の の ・び こ公ノ、 水 '岨へ の くこ、リニ は、

⑩二(⑥",000) ×⑨とする。
※2⑪=(都が指定する原単位×延床面積×事業所等の総稼働時間)",000

⑫=(⑪/電気のその他の買電 (昼夜間不明の場合を含む。)の係数)×1,000 ⑬=(⑫/1,000)×⑨とする。



重点対策 その他対策
対策番号 対策名 対策番号 対策名

組織体制の整備

A501 ビル所有者の対策や要請に協力

エネルギー等の
使用状況の把握

BIOI 自ら入手可能な情報に基づく把握

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

運 用 対 策

CIOI 空室・不在時等のこまめな消灯

CIO9 空室・不在時等の空調停止

C203 営業前後の客室不要照明の停止

C208 営業前後の客室不要空調の停止

設備保守対策

DI04 空調フィルターの清掃・点検

設備導入対策

麗101 高効率照明ランプの採用(屋内)

塾実績年度の目標達成の状況量題 目標達成した。 =』

特記事項に内容を記載


